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〔表記に ついて〕 

• ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

參 二倍の 踊り字 (くの 字形の 繰り返し 記号) は 「く」 

「\,、 \」 で 代用した。 

• 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 
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奪 はれた 魂 

地軸に 近い 何 所 かで 

うづ もれた 

世に も 稀なる 紫 ダイヤ を 

とげ/^ と 骨ば かりの やせこけた 

悪魔た ちが まるく とりまき 

ひからびた 手 を 繫ぎ合 ひ 



%1 ま！ 俺 ま 俺 ま 

煖炉の 焰に 熱した 呪詛の 烙印 を 

お前の 額の 白い 肉に 押し あて 

ぢりぢ りと 焼けた、 V れる句 ひと 

おくれ 毛の 燃える 句 ひ を 

存分に 吸 はして くれる まで は 

お前の 

魂の かけら は 永遠に 返し はしない 



あ をい 燐光 を はなせ 

漆黒の 

魔女の 脱け 毛であった なら 

なよなよと 

水面に 浮かんで こい 

おお… 俺 は… お前の 

どす 黒い 水の 厚さに 魅せられて 

心の ふる ひが 止まらない 

心の ふる ひが 止まらない 

X 



壁 も 天井 も 丸テ— ブル もす ベ てが 肉で みんな ぶるぶる 

、<? るへ て 

みんな だるい 汗 をな がして 

歩る くと じ わじ わと 音が して 

からだが 上ったり 下ったり する 

棚に おかれた 肉 製の 百 目 蠟燭が 

げんわくの 香気 を はなして 

じゅじゅと あぶらの もえる やうに 

恋の ほのほが ねんせ うする。 

乳房の 室の たそがれに は 



俺の 腐った 血に よく 似た 色 だ 

いつでも いつでも 

俺の 顔 を じろじろみる 

卓子の もくめの 奴が しゃくに 障る 

まあよ い …… まあよ い 

俺 は 機嫌 をな ほして 

五色の 酒 を つくらう 

そして はにかんだ 女の やうに うつむいて 

そ つと 呑まう 

X 



あ わ 岁 ォ 

この 室の 中のお 月 様 は 

妙に 青白い お 月 様 だ 

俺の 舌 を ビフテキ にして 

刃の ない 洋 刀で 

ちび \、、 \ 刻んで 喰 ひたい もの だ 



月夜 



のびたり、 ちぢんだ りして ゐる 夜で ある 

なやましい 月夜で ある 



燈炉 



ダクダ クダク X X X 胸 

この 暖気の 中から 女が 生れる 

ダ クダ クダ ク X X X 胸 



, J の 暖気 の 中から 情慾が 生れる 

鉄瓶 は 踊る 

蓋 を 廻る、 湯気 白 輪 

爪先から 這 ひ 上る 肌よ 

強烈な 酒 を 盛った カップよ 

テ ー ブル を、 にって 来い 

この 聖者の 魂の 壁 を 

きまぐれに 刻む 

カリ X X カリ と 刻む 

サタンよ、 去れ 

まだ …… まだ、 あいつ は 



そして ひさしく 凍結した 氷海に 

青い 春情の 波 をみ た 

軽ろ やかに あらだち さわぐ 青い 水 をみ た 

二 

男 はさ めざめと 笑 ひ はにかんだ 

とほく 秋の を はりの 期 〔# 「期」 に 「ママ」 の 注記〕 

節の ころに 

街の 児 供ら がつ めたい 大地に 坐って 

ひとつ ふたつ みつ よつ と 

雹 を 帽子に 数へ ひろった ころから 



左足 を あげ 

まことに、 まことに 

巧に 歩いて ゐる ではない か 

みたま へ 

ずっと 向 ふから 

白い 葬送 馬車が 

ま つし ぐらに 街 を やつ てく る 

あの 馬車の 中には 

蝶つ が ひの は づれた 人形が 

しづかに/ \ 



ねんね をして 居る のです 

ああ。 街に 玩具の 月が 出る と 

燐 寸箱を 出たり 入ったり 

人形 ども はキ ー キ ー 

わけの わからぬ 咽喉 笛 を 鳴らす 

あ れ 

塗りの はげた 女の人 形 は 

念入りに， J てこ て > 粉 を 塗り つ け 

ぎつ くり。 …… ばったり 



踊って 踊って 踊りぬ いて 

フフ 

ぺ ン パン 〔# 「ぺ ン パン 

の 根 もとに 

みんなで 仲よ くねむ らう 



停車場 



せせ こまし い 顔の 若い 女が 

淫奔な 足音 をた て 

しづかな！ しづかな 

青白い a! 車 場で ある 



待合室の 長椅子の 

ビロ— ドの 

毛の 中に 

魂の かけら を 

みんな 忘れて ゆく I! 車 場で ある 



女の 情慾 を 笑 ふ 



女 は sg~^ 

雨ふり 前の 

午前の 日 ざし を あびて 

野の ひろびろ さに 

秋草 の 匂 ひ を かぎて …… かぎて 

秋草の 温く みにくる まり くるまり あの 楽焼きの 

黄色い ねばつち を 弄って 

ねむらう ねむらう 



X 

^ ンゝ 、 ノゝ 、 じ 

カス 力ん 力ん 

帽子 を か むらぬ よぼよぼの 

男 をて らし 

真夏のお 日 さま は 

すきつ 腹 を いらだ 、せる 

男 は あ を 向けに ひっくり返って 

かがまつ たま ゝ 死んで 居る 

おや …… それ はなんで もない 

あたりまい のこと だよ 



X 

ぎら \„ // \ 

狂く 〔# 「く」 に 「ママ」 の 注記〕 はしく よく 光る ま 

さかり 

街角で そっと 獲物 を 待っても 

力ら 力ら 力ら 

だ あれ も 見えない 地下室で 

そっと 

擂鉢で 硝子 をす つても 

おや …… それ はなんで もない 



みんな …… みんな …… みんなで 

街 を 歩いて くれ 

あの 高 塀の めぐり をぐ るぐ るめ ぐり 

お金 もちの 旦那 様 や 奥様が よつ く ねむられる やうに 

死と、 貧乏と、 あきらめの ねんね の 唄 を 歌って やれ 



追 i 忌の 帆 は 走る 



X 

それぞれ はみ な 春の 歓迎 者で 提灯行列の 参加者で ある 

一 九 ニニ 年 作 



散文詩 口— ランサンの 女達よ 



可憐なる 夢幻の 女性 マリ—、 口 ー ランサンの 芸術よ、 

抒情と 優美の マスク を かむ つた かよわい 闘士 可愛らし 



わたしの 可愛い マリ—、 口— ランサンの 女達よ 神秘と 

幻影の 髪飾り は その ま、 にた、 V 偽りの ぺ ルシャ 扇 を 地 

に 捨て 軽い 飛ぶ やうな 足 どり でい らっしゃい 私 はしつ 

かりとき みら を 胸に 抱き 踊り 踊りの あ ひま あ ひまに、 

おた が ひがねば 土の 匂 ひ を 嗅ぎ あ ひませ う、 たゾ 喚い 

だば かリ でも 青春の 幸福ではありません かわた し は 笑 

ひ 笑 ひのこの つたない 散文詩の 一 篇を 髪な がく 色白の 

あらゆる 地上の 口 ー ランサンの 女に 贈る —— 一 九 二 四、 

一 — 



斤 as 氏 



けさ も 私 は 寝床の なかで 

不眠症と 神経 過労の 眼 を 動かし 

病院船の 

患者の やうに をち ついて 

文明 病の 処方箋 を 読みました 

そこに 盛られた さまざまの 薬 

恐怖と 醜悪の 散 楽 



みな 利きめ の 

ぁリ すぎた 人々 の 報告です _ 

茧欠 m 投尺 na D 兌監 

密通した 令夫人 

鉄道線路の 飛び込 自殺 

X X 氏の 毒物 嚥下 

山林 中の 強姦 未遂。 

しづかな 朝の 単調に 

ゎづ かな 胡椒 を 

振り かけた ばかりの 食膳 

私の 味覚 はそんな ぐら ゐの 



甘ったるい 料理 は 

喰 ひ あきた 舌な のです 

もっと もっと 

腕利きの コ ックを 雇って 下さ い 

この 現代の 味覚 は 

もる ひね 愛好者の 

た、 V れた 舌です 

ねばり こく 脂 こい 

情感に ふる へ る やうな 

わたし は 料理 を のぞむ のです。 



上から 犬 を 見下ろして ゐ たのです、 すると 遠くから 「お 

うおう おうおう」 と 犬の 遠吠えが 聞え ると 私の 友人の 

犬 も 「おうおう おうおう」 とどう やら 涙 をな がして 吠 

える やうです、 すると あっち こっちの 暗がりから r ぞ 

ろ ぞろぞろ ぞろ」 と 色々 の 服装 をした 犬の 仲間の 奴が 

出て きて 五 匹 も 十 匹 も 出て きて べらべらの 長い 耳 を 動 

かし 前肢 をき ちんと 揃へ て みんなで 揃って 空に 向って 

吠える のです、 じっと見て ゐた私 はいつ の 間に か 犬の 

感情の 中に 「おうおう おうおう」 とみんな といつ しょ 

になって 吠えて ゐ たのです 私の 犬 は 急に 月光が 怖ろ し 

くな つて 尻尾 を まるめて しま ひ 空と 大地の 限りなく ひ 



ろび ろと した 不可思議 さに または 人間の 呪詛 する 「お 

うおう おうおう」 とい ふ 遠 吠に けんめいな 犬の 一 匹と 

なって 平穏に 熟睡した 月光の 街に ぼかんと 突立って 居 

たのでした I 一 九 二 四、 一 、 二 〇| 



散文詩 白痴 アン リ— • ル— ソ ー 



誰が この 幅広 い 道路 を 真直 に 歩行す る 馬鹿者が 居る か、 



は 間違 ひだ、 彼 は 赤裸に 生長した 精虫の やうに あま 

リに 痛々 しく 人生 を 知り あまりに も 可憐に 現実の 姿 を 

見る 苦労人で この かくれた る 敏感な 表現 はいた ましい 

ほどの 弱々 しい 人間、 ただ 鈍重 は 〔# 「は」 に 「ママ」 

の 注記〕 真直な 通路 を 歩みつ、 V ける 偉大なる 感情の 忍 

苦 者で ある。 我等 はこの 地上に 讃歌 を 捧げ 大 いなる 白 

痴 者の 足跡に 礼拝し ル— ソ ー の 広き 自画像の 額に 接吻 

し いづこ か 自然の 一 角 を 凝視す る 鈍重に 澄める 瞳の 洗 

礼 をう けよ、 苦悩 は 路傍の 樹木に 発生した る 雑草の 芽 

たんしき 

に はぐくまれ 黒き 冬空 の 単色に みいだす やうに、 思索 

はル— ソ— の 愚鈍に 白痴に、 また アン リ ー、 マティス 



の 単純に 潜まれて ゐ るの だ この 我等 現実の 華やかに な 

やましい 管絃楽の 思索 を 拾 ふよりも 何処か 手近な 場末 

の 幽暗の 中から 聞え てく る 笛の 音 を 拾 ひ 給へ。 

ぁゝ 我々 若き 思索 者よ この 水底に ひそまれる 青銅の 壺 

はさんと して 光輝 を 放つ 愛人、 我等が 救 ひ 手 を 待つ 思 

慕 者、 とも すれば 忘れがちなる 霧の やうなる 対照の な 

かに こそ 我等が のぞむ 思索が あり アン リ ー 、 ル ー ソ ー 

の なまぬるき 白痴の ごとき 冥想の なかに こそ 蒼白な 激 

情に 燃える 火の ごとき 苦悩の ひそまれる こと を。 - 

九 二 四丄ー 



歩き 出す 情慾 



きみら は 共同便所の 

しろい 壁に 描かれた 奇態な 楽 〔# 「楽」 に 「ママ」 の 

注記〕 書 

き い ろい 象形文字 を 愛読した か 

あれが 歩き 出す 情慾の 手記 だ 

晴念は 虱 の やう に すば やく 



こんや も そっと 

寝床に しのびこん だが 

私の 情慾 はぎ あまんに 盛られた 

冷酒の やうに 

しみじみと 視 つめて 楽しむ 観賞 物 心臓病 者の 

まつ 青な よ つばら ひで ある 

私 は 冒 〔# 「冒」 に 「ママ」 の 注記〕 険な 情慾が 大好 

き だ 

いっか も 

あるき 出す 情慾の 群に まぢ つ て 



春情 —— 三人 員. 



春 だ 四月 だ …… 

煙草の けむり 輪に ふいて 

橋の たもと で 空 を ながめた 

濃霧の 街 を 

げらげら笑って 直 白な 

女が 通った …… 春 だ 四月 だ 



兵隊が まりの やうに とびあがる だら う。 

太陽が くるくる 廻って ゐる 真夏の 海景 J 

わたしの 貧乏まで が 水浴が したいと 

口から とびだして 白眼 を 要求した 

こんな ぜいたくな 海景 は 消えて しま へ 

わたしに とって は 無益の 風景 だ。 



叚 

脚 13S 



一 夜に して 私の 眼界 を 洗 清めた 

もの しづかな 白い 世界よ 

私 はこの 冷えた 冬の 期 〔# 「期」 に 「ママ」 の 注記〕 

ゅ貝 を 

雷鳴の やんだ あとの 

深淵の 傍らに ゐる やうな 寂し さ を 好む 

乾いた 唇 も 吹け 

しわがれた 咽喉 も 吹け 

鼻毛 をく すぐる ほどの 柔 かい 風に 吹かれて 



たった ひと つ 残った 星 も ある 

、可 風ば 胸 をう つ て 

忘れて ゐ たこと を 

つぎく と 想 ひ 起す ば かりだ。 

ふた ゝび仄 明り を迎 へて 

^ J の しづかな 崖 を 跳ね 越え て 

私は顫 へながら 街に でかける。 



惰性の 深み を 手 を 組んで ゐる 

お前の 意志 は 向 ふの 野原に 

私の 意志 はこ ちらの 樹の 上に 

それで 不思議に 優しい へだたり を 

往来して ゐ 〔# 底本の 「い」 を 変更〕 る 可憐な ふたり。 

繫ぐ もの は 灰の やうな 乾いた 麻繩 ではない 

鈴の やうな 結晶 を 渉り あるく ものである。 

とかくう なだれ 勝な 頤に手 を 添へ て 

たが ひに 眼 を 見合す こと や 

また 終日 蟹の やうに 向 ひ 合 ひ 坐 つ てゐ る。 



貝殻 を 拾って あそぶ、 

乾から びた 魚 や、 

時には ョ ー 口 ツバの 船具 や 

色の 変った 砂粒な ど、 

波の 上に は 新聞紙が 漂って ゐる こと も ある。 

殊によ つたら 日本 は 

磁力 を もって ゐ るので はない かと 思 ふ。 

ョ 1 口 ツバ の 友よ、 

君 等の 国から 来た 渡り鳥が 

唯 一 の 休息所で ある 日本に 降りた 



霧 はふ かく、 雲 は 爛れて ゐた。 

其処で 『日本の 不思議な 生活』 の 

深い 根幹 を 地に 植 ゑた。 

依然として、 日本の 奇怪 は 今でも 存在し 

精神の 浮 橋 は、 世界の 橋に 通じて ゐる。 

昏迷の 中に 驚嘆の 花 を 咲かせよ、 

幾度 も 私達の 住居 を 再建しょう、 

新しい 土地へ 下山す るの だ、 

あし レ 土地 S 

祖先の やうに 明るく 談笑しながら。 



あたり は 海の やうな 苔 土 帯 

P 业 潤の 火 は 燃える 

山猫の やうに 痩せて ゆく 

季節の 毒気に 萎ん で ゆく 種族 の 花、 

愛 奴 愛 奴 

今日 も高巔 のな なかま どの 樹に 腰かけて 

肺 患の 呼吸に 鬚 を ふる はす。 



ここ は 沿海州の 波 続き、 ドン、 ドン、 ドン、 

野原 いちめん、 花烟、 

女 ご 忘れて 暮らし はした が、 

丘の 黒百合、 悩まし や、 

ドン、 ソレ、 春の 風。 

(註) ドン、 ドン、 ドン、 は囉 言葉、 又は 太鼓 を 

もって 波の音 を 利かす。 



,,ヽ i フ、、 ヽ / Jcnz 
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破れ 銅鑼 を、 敲 かうよ。 

ノ ラバンの バン 

壁の 施條 銃、 何 撃つ 銃。 

私し や 悪党、 血 を 見に や 済まぬ。 

山の 険咀 で、 おがみう ち。 

ノ ラバンの バン 

破れ 銅鑼 を、 敲 かうよ。 



ノー 一 ノノ、 一の ノ、 一 

月 は ぼんやり、 ^の 上 

やけの やん パチ、 酒場の 扉、 

酔 ふて、 もたれり や、 ギィと あく。 

ノー 一 ノノ、 一の ノ、 一 

破れ 銅鑼 を、 敲 かうよ。 

ノ ラバンの バン 

波 は 太平洋の、 腐れ 波 

浮世 ドブ ロク、 この 世 は 地獄、 

心中し よに も、 相手な し。 



東京 ドンド 口 節 

むじな すま ゐ 

銀座 裏なら 絡の 棲 居 

化けて 化かされ 

化け 放題 

手 れん 手く だ も 

小出しに なされ 

種が つきたら 左様なら 

ドンド 口、 あんどん、 昼の 夢 _ 



浅 草 界隈 ガ ラガラ 蛇よ 

降らす 賽銭 

空 だのみ 

堂の 観音 さま 

お 笑 ひな さる 

女惚 らしの まじめ 顔 

ドンド 口、 あんどん、 昼の 夢 _ 

丸 ビルよ いとこ シャボ テン 林 

若い 娘の 

勤め 場所 



トゲの 重役 

あぶら くぜ つ 

< び 

うんと 言 はねば 馘首と なる 

ドンド 口、 あんどん、 昼の 夢。 



彼 は 行儀が 悪い 



アメリカよ、 先 づ君を 褒めよう、 



鉄道の 配車 係り は 

ゴルフ場 行十輛 連結 

特別 列車 は 〔# 「は」 に 「ママ」 

破れた 農家で は 母親が がなる、 

—— 吉弥 あ、 

け ふ は 旦那た ちが ゴルフに 

御座らつ しゃる だよ、 

早う 駅へ K けろ 

汽車が 着く だ、 

母親 は 暗い 押入れの 中から 



旦那 方 もの 食 ふても、 

ぢろぢ ろ 見る でね ぃぞ よ、 

何 万円の しんしょうの 旦那が たと 

水 呑 百姓の わしら と 

いっしょく たになら ねいだ ぞ、 

ヽ -ゝ r)\ こゝ、 

レ、 力 半った 力 

判ったら、 出かける だ あ、 

すると 子供 は うん うんうな づく 

そして 一 散に 蚯 けだす 

見渡す と 広 ぃ大 ゴルフリンク、 



長い 柄の つ いた シャ モジ でもって カンと 打つ、 

II それ、 小僧 球 だ、 

吉弥は 自分の 頭 を 叩かれた やうに、 

1 驚ろ いて 一 散に それ 球 を 拾 ひに 龃け 出す、 

X 



聖書 は 私の 母で ない 



いづれ も 皆、 公然と 聖書に 

記された る ものの みならず や』 

ウィリアム、 ブレ— ク 

聖書 もまた 喰 ひたりない 

私が 犯す 不善 は 

聖書の 中に 書いて ないから 

聖書 は 私の 母で はない 

彼 は 私 を 抱き 緊 める， J とがで きな い 

歴史 は まだまだ 聖書に 

かかれて ゐ ない 偉大な 不善 を 

われわれの 手に よって 犯す だら う 



然も その 不善 は 

あくまで 独創的な 

プロレタリア ） ^の それで ある。 



漫詩 親孝行と は 



悪い 紙芝居 屋 とあった もの だ。 

子供 を 集めて 



いつも 朝の きまった 時間に きて とまる、 そしてき ま 

つた 時刻に は、 どこかに 飛んで 行って 了 ふ、 いは、 V 私 

の 家の 屋根 は、 彼の 旅行に とって は 唯一 の 標識で あつ 

て、 途中の 安息の 習慣 をつ くった のか も 知れない。 

彼が この あまり 広く もない、 遊歩 場に 降りた つたと 

きの 姿 は、 ちゃう ど、 遠く ばら 色の、 未明の 空 を 出発 

し、 途中で 幌馬車 を 乗りす てゝ 〔# 底本 「て」 を 変更〕、 

いまこの 屋根の 上に、 葉巻 をく ゆらす といった 格好で、 

その 気 どった 姿で、 屋根の 上 を あちこちと 漫歩す るす 

がた が、 平民主義の 貴族の 若様 を 想 はせ る。 

彼 は 屋根の 上から、 清澄の 朝の 街に むかって 独唱す 



空地に、 たくさんより 集まって、 其処の 窪みの 土 を さ 

かんに 掘り返して は、 なにやら 赤い もの を 引き出して 

は、 うば ひ 合 をして ゐた。 

ある もの は 遠くの 空から 飛んで きて、 なんの ためら 

ひもな く、 この 争 ひの 集団の 頭上に 降りる。 だが その 

鴉 は、 浪の やうに もみあ ふ 中に、 すぐ 隠れて 見えな く 

なる。 

この 集団から、 いくらか 離れた、 草地 を 歩る いて ゐ 

るの も ある。 その 歩行が 妙に よち/^ とよろ めいた、 

足取りの 交叉 をみ せて、 黒煙と 音響 を あまりに 飽食し 

た、 都会の 中毒 者と いった 姿 だ、 其 他 頸 を びんと あげ 
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